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松
江
平
野
に
お
け
る
層
住
立
地
の
展
開
と
水
問
題
付

-
治
水
を
め
ぐ
る
問
題
と
城
下
町
形
成

i

一、

序

池

田

主主
にコ

下
町
形
成
前
後
を
中
心
に
、
大
橋
川
水
系
と
の
か
か
わ
り
、
新
田
開
発
を
始
め

と
す
る
土
地
造
成
ょ
を
概
観
す
る
。

{

つ

白

}

「
出
雲
風
土
記
，
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
郷
名
を
み
る
と
、
沖
積
低
地
周
辺
の

洪
積
台
地
な
い
し
丘
凌
末
端
に
あ
る
て
い
ど
の
集
落
形
成
の
あ
っ
た
ζ

と
が
わ

か
る
(
図

2
)
0
今
日
の
中
心
市
街
地
の
う
ち
、
北
西
部
の

C
B
D
地
域
は
、

L
り
か
た

ま
だ
多
〈
低
湿
を
田
地
と
沼
地

K
占
め
ら
れ
、
大
橋
南
母
の
自
串
仰
の
地
は
酬
の

主
主
で
あ
っ
た
。
建
長
元
年
六
月
、
杵
築
大
社
造
営
時
、
遷
宮
御
事
儀
式
と
し

晶

君

〈

み

い

〈

ま

〈

て
、
鏑
馬
七
五
番
の
催
し
に
勤
仕
者
を
出
し
た
左
か
に
も
、
朝
酌
・
生
馬
・
国

や屋
・
津
田
各
郷
名
が
み
ら
れ
(
「
大
社
文
書
」
)
、
同
じ
く
杵
築
大
社
の
文
、
永

八
年
三
月
会
の
記
事

K
示
さ
れ
た
地
名
は
、
表

2
K
示
し
た
よ
う

K
や
は
り
周

辺
の
台
地
、
丘
陵
地
末
端
で
、

ζ

の
表
の
ほ
か

K
み
え
る
も
の
は
市
域
か
ら
か

左
り
離
れ
た
佐
陀
庄
(
現
、
鹿
島
町
)
く
ら
い
で
あ
る
。

昭

松
江
市
は
、
大
正
七
年
完
成
の
上
水
道
施
設
が
、
そ
の
後
の
都
市
化
と
給
水

人
口
増

K
も
充
分
対
処
し
き
れ
ぬ
ほ
ど
徐
々
に
し
か
整
備
さ
れ
ず
、
近
年
と
く

に
水
不
足
の
慢
性
化
を
も
た
ら
し
て
阿
る
(
図
1

)

0

ζ

れ
は
、
市
内
に
多
〈

存
在
し
た
井
戸
水
(
表

1
)

の
水
質
問
題
と
か
ら
ん
で
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
。

一
方
、
と
れ
と
相
呼
応
す
る
よ
う
に
洪
水
の
被

害
を
〈
り
か
え
し
て
い
る
。
と
れ
ら
の
水
を
め

ぐ
る
諸
問
題
を
、
居
住
立
地
の
展
開
、
と
〈
に

城
下
町
の
形
成
と
そ
の
後
の
治
水
対
策
を
と
h
訂

し
て
検
討
す
る
。

、

大
橋
川
水
系
と
松
江
市
域

松
江
平
野
へ
の
居
住
立
地
の
展
開

K
つ

w
て

は
、
今
日
左
h
g

充
分
地
図
化
し
う
る
ほ
ど
に
史

料
の
検
討
が
左
さ
れ
て
い
な
い
。
近
年
の
遺
跡

発
掘
の
成
果
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
す
べ

き
も
の
が
多
加
。
と
こ
で
は
、
と
〈
に
近
世
城

ーーペーペ
IM--
寸↑市一↑イベ
1
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一
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地区 t， 書官 井戸数 不良7.k li * 1井当 1良*当戸数 F 数
トー

殿 町 541 309 293 16 1.75 33.81 

母ヲモ、米子、
669 273 268 5 2.4 6 133.80 

南北田町一

北 堀 471 161 11 7 44 2.59 9.4 7 

石橋、奥谷 517 201 114 87 2.57 5.87 

中 原 953 348 272 76 2.74 12.54 

元第 4区 720 234 2:31 3 3.07 240.00 

元第 5区 770 213 213 。3.63 。
元第 6区 1，51 9 329 169 160 4.61 9.4 9 

竪 町 198 120 62 58 1.65 3.4 1 

憤 i兵 238 64 21 43 3.71 5.53 

新 町 80 30 27 3 2.92 26.66 

乃 木 64 19 9 10 3.37 6.4 0 

雑賀町 1，036 671 451 220 1.55 4.71 

新町松江廻 189 99 56 43 3.37 4.39 

IU ノ 手 212 101 19 82 1.91 2.28 

ス: UJ 154 38 2 36 4.05 5.05 

天神川以北 182 45 45 O 4.04 。J・

西津田 64 16 8 8 4.00 8.00 

(計) 8，526 3.271 2，377 894 
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湖

筑減前の松江村(延享年間1400年代)図 3
け
ん
ざ
き

川
筋
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
南
の
伊
勢
宮
川
(
御
船
屋
川
)
は
叙
碕
と

い
わ
れ
る
突
角
で
流
路
が
二
分
さ
れ
、
今
日
で
は
本
流
と
も

w
う
べ
き
航
路
K

あ
た
る
。
最
南
の
も
の
は
、
元
禄
二
年
開
さ
く
さ
れ
た
天
神
川
で
、
と
の
流
域

が
今
日
の

C
B
D
地
域
を
形
成
す
る
場
と
念
っ
た
と
と
ろ
で
あ
る
。
三
谷
家
古

記
録
K
「
元
禄
二
年
一
一
月
一
一
日
荒
隈
並
ヒ
ニ
天
神
橋
切
貫
絵
図
御
勧
定
所

へ
相
談
云
々
」
と
あ
る
橋
の
周
辺
は
明
治
維
新
前
は
今
日
の
天
満
宮
の
南
側

か
ら
湖
水
K
沿
っ
て
一
帯
の
丘
陵
が
あ
り
、
松
の
木
が
繁
茂
し
た
と
い
う
か
つ

て
の
古
老
談
が
残
っ
て
い
る
が
、
ζ

の
た
か
ま

b
は
掘
さ
く
土
砂
を
盛
土
し

た
も
の
の
一
部
と
考
え
ら
れ
、
明
治
に
入
b

ζ

れ
を
撤
去
し
た
ζ
と
か
ら
、
周
辺

へ
の
洪
水
時
の
溢
流
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
日
常
的

K
は
排
水
路
と

し
て
機
能
し
え
左
か
っ
た
よ
う
で
、
明
治
一
六
年
島
根
県
編

K
左
る
『
意
字
郡

松
江
地
誌
』
の
天
神
町
天
神
川
の
条
K
「
深
所
五
尺
、
浅
所
二
尺
、
広
所
五

O

問
、
狭
所
三
四
間
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
左
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
中
期
か
ら
大
正
期

K
か
け
、
大
橋
川
の
排
水
能
力
は
し
だ

w
k
減
退
し

て
き
た
。
『
意
宇
都
村
誌
』
(
前
掲
)
の
、
馬
潟
村
の
大
川
の
条

K
「
流
緩
-
一

水
濁
レ
リ
、
有
ν
時
中
海
ノ
水
逆
流
シ
テ
輔
シ
」
、
ま
た
八
幡
村
の
大
川
の
条

に
「
清
濁
流
勢
馬
潟
村
ニ
向
ジ
」
と
あ
る
が
、
大
正
期

K
入
る
と
と
の
逆
流
厳

水
が
増
強
し
、
と
き
に
は
宍
道
湖
西
岸
ま
で
稲
田
に
塩
害
を
も
た
ら
し
さ
え
し

た。

ζ

の
逆
流

K
よ
る
被
害
へ
の
対
策
と
し
て
、
市
近
傍

K
数
か
所
の
潮
留
工

事
を
設
置
し
、
昭
和
一
四
年
は
宍
道
湖
淡
水
化
の
議
も
b
ζ

っ
て
い
る
。

市
の
東
北
郊

K
あ
る
川
津
を
流
れ
る
川
津
川
は
、
風
土
記

K
い
う
「
水
草
川
」

で
、
大
橋
川

K
合
流
す
る
あ
た
り
は
か
つ
て
広
い
水
域
で
あ
っ
た
と
と
ろ
を
新

田
と
し
て
造
成
し
た
矢
野
原
、
伊
豆
屋
両
新
田
の
跡

K
新
市
街
地
が
の
び
て
刷

る
。
南
田
町
米
村
家
蔵
の
「
大
橋
よ
り
下
川
絵
図
」
(
松
江
市
誌
付
録
図
)
に

よ
り
市
の
東
部
の
藩
政
期
の
状
況
を
概
観
し
た
も
の
が
図
4
で
あ
る
。
図
中
央

西
部

K
み
え
る
大
橋
茂
右
衛
門
宅
は
、
の
ち
に
明
治
初
期
の
電
灯
会
社
、
紡
績

会
社
が
立
地
し
た
と
ζ

ろ
で
あ
る
が
、
当
時
は
、
沼
地
を
埋
め
立
て
た
新
開
地

の
縁
辺
部
で
あ
っ
た
。

3-

寛
永
一
二
年
の
洪
水
で
簸
ノ
川
(
斐
伊
川
)
が
氾
濫
、
流
路
を
東
に
転
じ
て

宍
道
湖
に
注
い
で
か
ら
、
城
下
へ
の
影
響
が
大
橋
の
流
失
、
家
屋
浸
水
、
田
地

す
え
っ

f

流
失
左
ど
の
形
で
深
刻
化
し
は
じ
め
た
。
古
老
の
伝
え
る
と
ζ

ろ
で
は
、
末
次

し
ら
か
た

と
白
潟
と
の
渡
り
は
、
尼
子
氏
の
時
は
簸
の
大
河
西

K
流
れ
て
い
た
た
め
、
渡



松江成下町むよび周辺概況
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れ

捜
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l
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母
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1
0
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へ
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(

i
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北

堀

町

(
1
0
)

喫

梓

川

町

(

)

内

中

車

町

(

!

)

(
四
十
間
堀
沿
円
に
叡
ノ
町
士
官
↓
尺
哨
弘
化
年
閣
撤
去
)

一
徒
、
御
台
折
、
料
開
人
、
耐
窃

E
、
栂

中

原

町

(

(

J

)

一一
ー
へ
住
地

(
元
禄
二
年
四
十
問
増
幅
さ
く
c

ー
内
中
原
と
対
時
)

主

次

中
市
郎

永

次

片

慰
問

茶

染

茶
米

p
ト
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4

t

 

域

て

町

時

代

の

捕

前

諸
役
ャ
問
、
京
在
民
敷
花
ど
ペ
泉
府
む
〕

家
中
陪
勲

H

〔

iT介、
1
J
〕

一
(
理
ウ
一
造
成
)

H

御
舟
諸
行
、
市
東
西
餌
井
町

家
中
山
町
敷

ョ
ク
引
も
り

表 2

守
山
刊
日
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橋

E
U
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V
F
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v
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J

河
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作
口
町
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片
町

山
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山
町
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山
町
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x x 

一
冗
禄
期
普
門
院
稽
る

旧
法
吉
村
と
心
境
城
見
畷

風
土
ぷ
時
代
閉
酌
郷

中
除

t
風
士
記
町
代
史
吉
田
昨

v

末
次
大
中
ヘ
後

』
区
画
整
司
ぺ

昭
和

ιf埋
め
立
て
に
よ
れ
波
J
J
一

桁
内
(
山
地
)
に
町
つ
〈
り

昭
和
田

O
年
塑
ウ
造
成
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現
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江
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東
側
に
-
座
頭
小
路
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が
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司
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の
新
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明
治
四
一
年
歩
兵
第
六
三
連
味
h
k

ぐ

明
治
維
新
萌
怯
兵
員
増
に
よ
り

新

伍

岐

ウ

風
士

ι
・
山
代
説
、
「
北
島
士
書
」

仁
摩
山
何
時
一
一
六
町
七
段
小
心
γ
L

噴
士
記
山
代
底
、
「
北
弘
文
主
同
一

に
じ
代
即
時
四
七
町
心
一
記

北
島
土
佐
川
一
に
乃

4
保
二
四
町

一
段
、
私
リ
白
部
一
五
町
四
設
を

7J

一二

U居
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記
JE
部
神
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二
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仙
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軒
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矯

U
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ぽ
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ゼ
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て
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五

年

畑
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i
o
t
J
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目
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-
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新
雑
符
町
(

H

)

一
明
ー
ぷ
哨
兵
員
増
加

ι伴
主
い
新
設
一

(
疋
母
二
年
凋
さ
く
の
尺
河
川
を
へ
だ
て
天
神
町
と
竪
町
が
付
時
)

竪

町

(

)

一

町

家

新

町

(

)

一

H

措

浜

町
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寺

町

に

へ

註
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町
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い
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た
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む
出
町
へ
古

t
q
村
)
一
茶
閣
の
ち
に
幕
府
ヘ
事
栽
培

両
津
田
町
(
窟
準
回
付
)

川
町
名
つ
あ
と
の
(
)
は
明
治
一
七
年
八

H
現
在
心
町
、
(
)
は
現
町
名
と
同
一
名

で
あ
る
こ
と
正
示

F
H

〕
山
は
戸
長
役
場
所
在
、
門
】
は
藩
政
同
州
山
役
所
(
ド
山
県
都

心
各
町
心
説
明
の
あ
と

K
V人
心
あ
る
心
は
十
本
次
明
ム
名
c
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在

橋

京

大

。ム御舟壇

大橋

場
浅
く
瀬
が
あ
っ
て
、
つ
ね

K
竹
橋
(
か
ら
か
ら
橋
)
を
か
け
て
い
た
ほ
ど
で
、

南
は
土
手
保
ち
難
〈
蛇
簸
を
以
て
防
ぐ
、
と
の
た
め
篭
の
鼻
の
名
が
残
っ
て
い

【

q
u
】

る
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
『
雲
陽
大
数
録
一
回
ば
記
さ
れ
た
と
と
ろ
で
は
、
自

潟
の
地
は
「
白
潟
大
河
西

K
折
れ
流
る
。
今
の
白
潟
の
辺
り
人
家
左
〈
白
砂
の

(松江市南田町米村氏蔵のものによる)

次記地
(ー)のの」

流大(雨延よ洪で
失橋入、宝う水あ
、半、二こなのつ

七パ九六年形害た
月ォ尺日六では
ニテ)松月あ東し
目、、江ニら流か

平天二ニ五わ以し
水神八浸日れ(後、
ニ橋日水大志土、前

図4

戻
ル

口
宝
永
三
年
六
月
、
平
地
ノ

出
水
二
尺

日
正
徳
四
年
八
月
八
日
大
風

雨
(
京
庖
通
り
、
大
橋
唐

鍾
擬
宝
珠
は
と
の
と
き
つ

〈
ら
れ
る
)

四
享
保
六
閏
年
七
月
一
一
一
日

大
風
雨
、
減
下
浸
水
四
尺

回
享
保
七
年
六
月
一
一
一
一
一
日
大

雨
洪
水
、
城
下
浸
水
四
尺

余

-5-

大橋より下川絵図

同
享
保
一
四
年
大
雨
洪
水
害

慶
応
三
年
頃
、
松
江
藩
御
普
請
方
で
、
治
水
論
議
が
さ
か
ん

K
左
る
。
こ
の

と
き
三
つ
の
解
決
策
が
出
さ
れ
た
が
実
現
し
左
か
っ
た
。
と
の
と
き
の
一
三
案
は

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。



ト
大
橋
川
下
流
朝
酌
村
大
字
朝
酌
ヨ
リ
東
方
ニ
直
行
シ
、
同
村
内
岩
場
峠
ヲ

開
通
シ
、
朝
酌
村
大
字
福
一
一
畠
ニ
出
テ
中
海
ニ
達
ス
ル
放
水
路
ア
開
通
ス
ル

同
斐
伊
川
本
流
昌
吉
田
村
大
字
美
談
ヨ
リ
以
下
河
敷
ヲ
転
ク
、
菌
富
西
々
郷
口

字
賀
ヨ
リ
、
一
ツ
ハ
一
高
田
ヲ
経
テ
小
津
ニ
出
プ
ル
モ
ノ
ト
、
一
ツ
ハ
奥
字

賀
ニ
出
プ
ル
モ
ノ
ノ
二
線
路
中
一
ツ
フ
ヱ
ラ
プ
コ
ト

日
間
斐
伊
川
下
流
、
川
跡
村
大
字
中
野
ヨ
リ
大
塚
、
矢
野
、
八
島
及
ピ
菱
根
ア

経
テ
北
海
ニ
開
通
ス
ル
コ
ト
(
斐
伊
川
の
流
末
部
を
寛
永
以
前
の
旧
態
に

復
す
る
こ
と
)

第
三
案
は
、
明
治
中
期
、
円
務
省
技
師
関
屋
一
忠
正
調
査
し
、
二
九
定
『
斐
伊

川
治
水
調
査
顕
末
並
ニ
改
修
設
計
説
明
書
』
(
島
根
県
)
'
と
し
て
発
表
し
た
も

の
の
第
二
業
に
当
た
る
。
ま
た
関
屋
に
よ
る
第
一
案
は
「
宍
道
湖
疏
水
を
完
全

に
し
高
水
時
も
著
し
〈
上
昇
す
る
こ
と
の
左
W

よ
う
に
す
る
L

と
同
う
形
で
、

城
下
形
成
前
に
復
す
る
必
要
が
あ
り
、
一
、

0
0
0年
の
年
月
が
必
要
と
し
て

山
る
。
大
橋
川
と
の
松
江
市
域
の
か
か
わ
り
は
、
治
水
の
た
め
の
要
件
に
あ
え
て
逆

行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
如
く
で
今
日
の
水
問
題
の
判
源
が
と
と
に
あ
る
。

、

城

下

町

松

江

の

形

成

慶
長
二
一
年
、
亀
田
山
の
地
に
松
江
城
築
城
の
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
堀
尾

入
府
以
後
、
城
地
を
含
む
大
橋
川
北
山
芹
域
の
末
次
と
、
南
岸
域
の
白
潟
と
を
ム
口

わ
ぜ
て
松
江
と
称
さ
れ
た
。
明
和
年
問
、
各
種
の
事
情

K
通
じ
た
藩
士
の
手
に

ょ
う
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
『
雲
陽
大
数
録
』
に
よ
り
、
当
時
の
状
況
を
概
観
す
る
o

城
地
、
亀
田
山
と
内
濠
を
へ
だ
て
て
存
在
す
る
赤
山
は
、
{
子
賀
山
と
い
わ
れ

「
奥
谷
付
旧
地
古
老
云
、
今
二
ノ
丸
ヨ
リ
赤
山
、
奥
ヘ
ツ
ブ
ク
」
と
あ
る
。
赤

山
を
絶
ち
切
り
川
と
な
し
陽
山
?
と
し
と
の
士
で
田
町
の
泥
沢
を
埋
め
造
成
し

た
と
さ
れ
て
阿
る
。
当
時
、
「
老
農
日
、
末
次
ノ
内
二
三
千
石
計
リ
ノ
地
、
城

府
ト
ナ
中
、
茶
町
、
北
堀
、
石
億
一
一
至
ル
迄
、
今
末
次
何
町
と
称
ス
」
と
凶
わ

れ
た
末
次
は
、
末
次
郷
の
地
で
、
奥
谷
、
中
原
は
末
一
次
の
保
で
し
か
な
く
、
城

下
町
と
し
て
繁
栄
す
る
地
の
大
部
分
は
低
湿
で
居
住
環
境
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。

京
極
氏
時
代
の
城
下
図
面
に
よ
っ
て
も
、
奥
谷
、
外
中
原
、
ま
た
天
神
橋
以
南

K
ま
だ
町
が
で
き
て
い
左
か
っ
た
。
ま
た
北
西
郊
の
西
原
も
、
明
潜
頃
ま
で
家

中
割
引
も
不
定
で
あ
っ
た
。
今
日
、
松
江
温
泉
と
左
っ
て

W

る
埋
め
立
て
地
の
後

方
、
泉
療
の
あ
る
天
倫
寺
付
近
は
、
当
時
「
荒
和
井
了
と
い
わ
れ
、
土
手
が
長

〈
続
君
、
車
敷
地
の
拡
大
に
伴
在
日
山
土
手
が
と
り
除
か
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

う
ち
古
ん
げ

城
地
と
内
一
家
ー
と
に
屈
ま
れ
た
区
域
は
「
内
山
下
」
ー
と
山
い
わ
れ
、
御
厩
や
各
種

の
役
所
を
始
め
広
大
友
諸
家
老
の
屋
敷
が
占
め
て
い
た
。
周
辺
の
母
衣
町
、
田

町
、
内
中
原
の
地
も
、
北
堀
を
開
さ
〈
し
た
後
、
そ
の
土
で
沼
沢
を
埋
め
て
造

成
し
た
と
同
わ
れ
、
外
濠

K
あ
た
る
白
町
川
、
四
十
間
堀
川
、
北
堀
川
も
防
衛

~6~ 

上
未
完
成
の
主
主
で
あ
っ
た
o

町
家
は
末
次
で
は
大
橋
川
と
外
濠
と
の
間

K
、
臼
潟
で
は
宍
道
湖
東
岸

κ当

た
る
地
が
あ
て
ら
れ
た
。
延
宝
五
年
七
月
二
五
日
、
溝
渠
を
城
の
東
北
に
う
が

っ
た
。
百
余
の
住
宅
が
あ
っ
た
元
新
町
と
凶
わ
れ
た
区
域
は
、
土
地
が
低
〈
湿

潤
で
し
ば
し
ば
水
害

K
悩
宣
さ
れ
た
の
で
、
町
を
外

K
移
し
、
一
条
の
川
を
う

が
っ
て
水
を
通
じ
小
橋
を
架
け
連
絡
を
と
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
末
次
の
母
衣
町

と
呂
町
の
間
の
低
湿
地
は
、
伯
誉
米
子
よ
り
の
移
住
者
を
住
ま
わ
せ
た
職
人
町

米
子
町
で
、
貞
享
四
年
二
月
に
左
っ
て
地
割
が
左
さ
れ
た
と
と
ろ
で
あ
る
。

が
つ
き
ん

堀
尾
忠
晴
は
、
広
瀬
の
月
山
に
あ
っ
た
多
〈
の
寺
社
を
移
し
た
が
、
そ
の
ほ

か
新
た
に
創
建
し
て
い
る
。
と
れ
ら
東
照
宮
(
照
高
山
円
流
寺
)
は
西
尾
、



祈
願
所
願
応
寺
な
よ
び
豊
国
廟
は
市
域
と
周
辺
の
丘
陵
地
に
な
か
れ
、
の
ち
、

菩
提
所
と
な
る
松
高
山
普
門
院
も
、
今
日
の
北
田
町
に
移
る
の
は
元
禄
年
間
の

と
と
で
あ
っ
た
。
徒
、
料
理
人
左
ど
の
屋
敷
も
、
四
十
間
堀
の
外
、
外
中
原
に

地
を
占
め
る
に
至
る
が
、
開
府
前
の
諸
職
人
の
居
住
地
は
奥
谷
左
ど
の
赤
山
の

背
後
地

K
あ
っ
た
。

大
橋
川
を
は
さ
ん
で
南
北
に
居
住
し
た
両
町
猟
師
は
、
大
橋
川
越
中
網
そ
の

他
の
漁
業
権
を
握
っ
て
い
た
が
、
当
時
の
魚
種
は
纏
魚
、
白
魚
、
裟
魚
左
ど
で

淡
水
魚
の
ほ
か
半
献
水
魚
が
対
象
で
あ
っ
た
。
と
の
う
ち
末
次
の
も
の
に
つ
同

て
は
、
宝
暦
一
四
年
四
月
の
『
末
次
猟
師
由
来
書
』

K
一
不
す
よ
う
に
、
城
山
が

祖
先
の
旧
住
地
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
築
城
の
た
め
城
地
を
提
供
し
た
代
償
と
し

て
藩
主
よ
り
あ
た
え
ら
れ
た
漁
業
権

K
よ
っ
て
い
て
、
年
々
運
上
銀
二

O
枚
を

納
め
た
と
さ
れ
る
(
の
ち
、
自
潟
漁
師
K
半
分
を
分
譲
)
。
か
れ
ら
の
主
要
漁

場
で
あ
っ
た
大
橋
川
も
運
搬
さ
れ
た
土
砂
の
堆
積
で

縮
小
し
、
さ
ら
に
宗
街
の
治
下
に
新
国
造
成
の
た
め

水
面
が
減
少
し
漁
獲
減
を
み
て
凶
る
。

白
潟
の
地
は
、
大
橋
川
舟
運
の
基
地
と
し
て
発
展

し
、
や
が
て
問
屋
、
回
漕
業
の
ほ
か
、
旅
人
宿
、
ま

た
霞
家
を
な
き
陀
と
し
て
と
と
の
っ
て
く
る
。
安
永

七
年
七
月
の
『
白
潟
町
惣
産
物
帳
』
に
記
さ
れ
た
当

時
の
白
潟
の
座
に
は
、
次
の
よ
う
左
も
の
が
あ
っ
た
。

酒
場
、
室
座
、
豆
腐
座
、
綿
打
座
、
魚
問
屋
座
、

八
軒
屋
座
、
伽
羅
油
座
、
池
座
、
壌
国
場
、
古
鉄
屋

(
亨
保
二

O
年
初
ま
で
)
、
質
屋
、
弦
師
座
、
櫛
挽

座
、
破
魔
弓
座
、
風
呂
屋
、
三
度
飛
脚
座
、
小
間
物

事i村木町

R億 '11

町本

座。
そ
の
後
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

却
即
座
(
天
明
九
年
よ
り
)
、
機
燭
掛
産
、
紺
屋
、
晦
下
売
座
、
椀
問
屋
(
安

永
八
年
よ
り
)
、
出
仮
屋
、
実
繰
産
、
木
綿
仲
間
員
、
縞
小
倉
仲
間
左
ど

旅
人
宿
の
設
置
は
、
大
橋
関
門
(
南
)
、
末
次
関
門
(
西
)
、
石
橋
関
門
(
北
)

を
限
る
関
内
を
さ
け
た
と
と
ろ
に
認
可
さ
れ
た
。
設
置
の
時
代
は
不
明
で
あ
る

が
、
大
橋
川
南
揮
の
八
軒
屋
町
に
八
軒
が
座
株
を
も
ち
宿
を
h
v
w
た
。
宍
道
湖

院
の
大
橋
下
は
、
城
下
の
中
枢
と
し
て
発
展
し
、
座
株
を
も
っ
松
屋
国
幡
皇
、

飴
屋
、
伊
能
屋
、
関
屋
、
米
屋
、
長
谷
屋
、
島
屋
の
八
軒
の
船
場
宿
の
手
に
よ

り
荷
物
輸
送
は
独
占
さ
れ
、
大
橋
渡
海
場
と
加
わ
れ
た
。

大
橋
川
南
岸
、
売
布
神
社
に
近
く
妓
楼
が
設
け
ら
れ
た
。

ζ

れ
が
和
多
見
置

家
で
、
門
前
の
町
地
と
し
て
船
舶
の
寄
泊
を
み
る
こ
と
か
ら
船
頭
左
ど
の
遊
興

報

'?'!' 
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旧山陰道明治以降の造成地

明治以降の市街地造成図 6

地
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
乙
の
地
は
、
民
謡

K
「
和
多
見
通
仰
は
舟
で
す
る
」

と
あ
る
よ
う
に
低
湿
地
で
市
街
地
と
は
陸
続
き
で
な
か
っ
た
。

市
制
施
行
前
後
、
白
潟
の
東
部
は
ま
だ
居
住
地
を
構
え
る

K
充
分
念
場
で
は

な
か
っ
た
。
自
潟
東
部
は
、
明
治
四

0
年
代
に
鉄
道
開
通
を
み
る
と
と

K
よ
り

市
街
地
化
を
み
る
と
こ
ろ
で
、
大
橋
川
、
天
神
川

K
は
さ
ま
れ
た
地
は
市
街
で

う
し
ろ

東
西

K
も
っ
と
も
狭
山
山
地
域
で
、
和
多
見
川
(
寺
後
堀
、
誓
願
寺
堀
)
以
東
は

一
円
の
田
地
で
あ
っ
た
。
城
下
町
成
立
以
後
、
御
手
船
場
が
ま
ず
聞
か
れ
、
次

加
で
和
多
見
置
家
が
つ
く
ら
れ
る
新
地
(
現
、
伊
勢
宮
町
)
に
拡
張
さ
れ
る
が
、

そ
の
後
長
期

K
わ
た
り
未
開
の
地
で
あ
っ
た
。
天
神
川
の
南
、
天
神
町

K
続
〈

町
家
と
な
る
竪
町
は
、
南
部
の
雑
賀
町
、
西
部
の
横
浜
町
と
の
接
続
地
の
域
を

出
左
か
っ
た
。
宗
桁
治
下
、
小
田
切
荷
足

K
よ
っ
て
な
さ
れ
た
諸
政
策
の
反
映

と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、
城
地

K
な
か
れ
た
「
泉
府
方
」
(
財
務
を

扱
か
う
)
の
ほ
か
、
産
物
会
所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
も
の
は
、
寺
町
南

端
K
設
け
ら
れ
た
人
夢
方
、
南
田
町
に
な
か
れ
た
木
実
方
と
、
横
浜
町
裏

k
b

ふ
そ
う

か
れ
た
釜
甑
方
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
釜
甑
方
は
、
延
享
年
聞
の
古
絵
図

K
み

ら
れ
る
砂
鉄
精
錬

K
か
か
わ
る
鉄
取
締
り
の
役
所
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

宍
道
湖
岸
の
新
開
地
に
立
地
し
た
も
の
で
あ
る
。
雑
賀
町
は
、
城
下
町
域
の
拡

大
K
伴
左
い
新
し
く
南
部
の
地

K
設
け
た
碁
盤
白
状
の
町
割
り
を
も
っ
足
軽
屋

敷
町
で
、
北
は
天
神
川
南
岸
の
困
地
で
、
東
西
に
山
陰
道
が
通
っ
て
い
た
。
綱

近
治
世
下
、
貞
享
頃

K
開
墾
し
た
古
志
原
の
地
は
、
の
ち
薬
用
人
夢
の
栽
培
地

と
な
『
J

た
。
と
れ
は
長
者
原
、

FZHH係
省
、
政
乃
木
)
付
近
の
芝
山
に
茶

置
を
開
〈
べ
〈
願

w
出
さ
せ
る
こ
と
に
も
か
か
わ
っ
て

w
る
。
文
政
八
年
ま
で

古
志
原

K
人
夢
方
が
あ
っ
た
の
を
、
天
神
橋
の
東
、
誓
願
寺
の
南

K
移
さ
れ
た
n

こ
れ
ら
の
諸
役
所
の
立
地
が
、
や
が
て
白
潟
の
地
に
発
展
の
機
運
を
あ
た
え
る

(
白
潟
の
状
況
は
、
図

5
K
示
し
た
如
く
で
あ
る
)
。

-8-

四

明

治

以

降

の

土

地

造

成

と

水

問

題

松
江
市
の
現
市
域
の
う
ち
、
城
下
町
時
代
に
ま
だ
市
街
地
化
し
て
い
左
円
と

と
ろ
は
、
図

6
K
示
し
た
知
く
で
あ
る
。
市
営
事
業
と
し
て
、
末
次
に
大
正
四

年一

O
月
に
一
、

O
七
六
坪
、
同
一

O
年
九
月
て
一
一
二
坪
の
埋
立
地
を
形

成
、
自
潟
で
は
大
正
二
年
六
月
に
四
、
五
三
五
坪
、
さ
ら

K
松
江
分
で
は
元
山



地
先
に
明
治
四
四
年
三
月
、

一
一
、
一
三
四
坪
の
埋
め
立
て
を
み
た
。

白
潟
の
東
の
低
湿
地
に
は
、
耕
地
へ
の
塩
害
や
水
害
、
さ
ら
に
皐
害
の
災
害

が
み
ら
れ
て
き
た
。

ζ

の
地
に
斐
伊
川
改
修
の
一
部
と
し
て
の
大
橋
川
し
ゅ
ん

せ
つ
が
進
む
に
つ
れ
、
津
田
村
の
立
脇
啓
一
郎
が
し
ゅ
ん
せ
つ
土
砂
に
よ
り
白

地
を
畑
地
化
す
べ
く
地
主
を
糾
合
、
大
正
一
五
年
一
一
月

K
元
津
田
村
松
江
市

連
合
耕
地
整
理
組
合
を
組
織
し
た
。
整
理
前
の
総
面
積
一
八
、
四

O
O坪
の
う

ち
、
道
路
、
水
路
の
占
め
る
二
一
、
三
三
八
坪
が
一
団
の
畑
地
と
な
り
、
鉄
道

の
建
設
と
相
ま
っ
て
や
が
て
と
こ

K
市
街
地
が
拡
大
し
た
。

東
北
郊
外
域

K
あ
た
る
八
束
郡
法
吉
村
大
字
末
次
の
地
、
八
軒
島

K
は
、
昭

和
四
年
九
月
竣
成
を
み
る
埋
め
立
て
地
が
造
成
さ
れ
た
。
元
文
年
間
、
宗
桁
治

世
下
、
島
根
郡
西
川
津
村
の
水
湾
で
干
拓
事
業
が
す
す
み
、
伊
豆
屋
新
回
、
矢

野
原
新
田
を
う
ん
だ
と
の
地
は
、
西
津
田
町
永
井
家
所
蔵
の
文
書

K
よ
る
と
、

島
根
郡
西
川
津
村
で
剣
碕
四
反
五
畝
六
分
、
鷺
島
、

hv
ゐ
と
島
三
畝
が
造
成
さ

れ
て
W

る
。
八
軒
島
の
地
は
の
ち
に
松
江
市
運
動
場
と
野
球
場
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
末
次
の
東
端
、
昭
和
六
年
末
延
長
二
二

O
間
五
八
の
埋
め
立
て
を
み
た

地
は
向
島
町
の
旧
習
兵
所
の
と
こ
ろ
の
続
き
に
あ
り
、
さ
ら
に
新
設
河
川
を
つ

〈
り
延
長
九
三
問
、
幅
員
平
均
五
・

O
九
聞
の
も
の
が
昭
和
七
年

K
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
城
下
町
の
範
囲
内
で
も
っ
と
も
低
湿
で
あ
る
田
町
の
隣
接
地

K
、
八

む
こ
う
じ
ま

軒
島
の
ほ
か
中
島
、
霞
島
が
あ
り
、
旧
習
兵
所
跡
(
現
、
1
向
島
昨
)
と
そ
の
北

務
の
法
吉
村
大
字
末
次
分
沖
舟
屋
に
向
島
土
地
区
画
整
理
組
合
が
組
織
さ
れ
造

成
が
進
ん
だ
。
総
延
長
二
ハ
、
八

O
O米
の
道
路
を
配
し
、
三
区
画

K
分
け
、

第
一
区
九
、
四
八
二
坪
、
第
二
区
一
、

O
九
一
一
伴
、
第
三
区
二
二
、
六
三
九
坪

が
造
成
さ
れ
た
。
と
の
う
ち
の
第
三
区
が
上
述
の
松
江
運
動
場
の
地
で
、
第
二

区
に
は
松
江
高
女
が
入
り
や
が
て
住
宅
地
化
し
て
阿
っ
た
。

ζ

れ
ら
の
土
地
造
成

K
加
え
て
、
昭
和
六
年
五
月
一
六
日
の
末
次
大
火
、

二
年
四
月
一
四
日
の
中
原
大
火
に
よ
る
末
次
で
の
復
興
に
よ
る
町
づ
く
り
、
昭
和

二
年
一
二
月
二
九
日
の
白
潟
大
火
後
の
寺
町
土
地
区
画
整
理
が
、
市
街
地
を
拡

大
し
、
多
く
の
排
水
路
を
埋
め
つ
〈
し
て
い
っ
た
。
松
江
減
下
k
h
v
け
る
大
火

の
記
録
と
し
て
は
、
寛
永
一
一
一
一
年
、
延
宝
四
年
な
よ
び
天
保
七
年
の
臼
潟
大
火
、

正
徳
元
年
の
石
橋
町
、
奥
谷
、
北
田
町
の
大
火
、
享
保
一
冗
年
の
外
中
原
よ
り
の

失
火
に
よ
る
大
火
、
同
七
年
の
横
浜
大
火
(
一
三
年
も
再
び
火
災
ゾ
、
文
化
五

年
の
茶
町
火
災
左
ど
が
あ
り
、
そ
の
と
き
に
市
域

K
縦
横
に
あ
っ
た
濠
が
火
災

の
限
界
と
左
っ
た
り
防
火
上
の
用
を
左
し
て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
期
の
大
火

あ
と
の
整
理

K
際
し
、

ζ

れ
ら

が
多
く
埋
め
ら
れ
て
き
た
。

昭
和
二
年
の
白
潟
大
火
で
は

灘
町
、
天
神
町
、
寺
町
の
約
三
、

九

O
O坪
が
擢
災
、
灘
町
土
地

区
画
整
理
組
合
の
結
成
で
、
新

ら
し
く
延
長
六
六
一
米
、
幅
員

八
j
三
・
六
四
米
の
四
路
線
も

生
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
並
ん

で
寺
町
の
一
部
で
不
規
則
左
住

宅
地
区
と
な
っ
て
W

た
と
と
ろ
、

三
、
五
二
八
坪
が
新
ら
し
く
つ

く
り
か
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

後
、
和
多
克
川
の
埋
め
立
て
が

あ
り
、
今
の
新
大
橋
|
作
橋

l

域区る九九m?と町本高爪理
町

散
J

木

両

次
日

末日
図

函 7 末次大火前の現、東本町
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相
生
町
を
結
ぶ
幹
線
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
と
と
は
、
低
湿
左
こ
の
地
を
常
習
水

害
地
域

K
化
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
も
、
今
日
、
南
北
の
幹
線
と
し
て
国
道
か

ら
市
街
地

K
入
る
重
要
路
線
と
左
っ
て
ゆ
〈
だ
け
に
、
水
問
題
の
深
刻
さ
は
一

層
大
き
〈
左
っ
て
ゆ
く
。

一
方
、
末
次
で
も
昭
和
六
年
の
大
火
は
、
末
次
本
町
ほ
か
七
町
の
市
街
地
二

O
、

0
0
0坪
の
ほ
か
向
島
町
の
大
半

K
及
び
、
七
年
松
東
土
地
区
画
整
理
組

合
を
結
成
、
市
街
地
再
編
に
よ
り
新
ら
し
い
姿
が
み
ら
れ
る

K
至
る
。
も
と
も

と
住
宅
、
荷
家
の
混
在
し
た
密
集
地
で
道
路
も
狭
隆
で
あ
っ
た
の
も
、
新
材
木

町
、
元
材
木
町
、
紙
屋
町
、
鍛
冶
町
、
魚
町
の
町
名
の
示
す
よ
う
に
職
人
町
で

あ
っ
た
と
と

K
よ
る
(
図

7
)
。
ζ

と
に
幹
線
を
東
西

K
通
じ
新
し
〈
東
本
町

と
し
て
町
づ
〈
り
を
し
て
ゆ
く
。
他
方
、
二
一
年
の
中
原
大
火
後
の
復
興

K
際

し
て
四
十
間
堀
川

K
架
け
ら
れ
て
き
た
交
融
橋
を
渡
っ
た
西

K
南
北

K
通
ず
る

幅
員
一
一
米
、
総
延
長
一
四
五
米
の
幹
線
道
路
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
後
外
中
原

か
ら
西
の
砂
子
町
、
国
屋
町
あ
た
り
と
の
聞
が
市
街
地
と
し
て
連
続
し
住
宅
地

を
拡
大
し
て
ゆ
〈
。

こ
れ
ら
の
土
地
造
成
K
並
行
し
、
宍
道
湖
岸
に
末
次
、
白
潟
を
問
わ
ず
道
路
が
新
設

さ
れ
、
湖
面
を
縮
小
し
た
と
と
か
ら
、
水
害
を
さ
ら
K
助
長
し
、
さ
ら
に
上
水
道
の

(
5
V
 

拡
強
要
求

K
よ
り
、
洪
水
と
渇
水
の
悩
み
が
〈
h
y
返
さ
れ
る
に
至
っ
た

以
上
、
き
わ
め
て
組
描

K
終
わ
っ
た
が
、
昭
和
期
と
く

K
戦
後
の
課
題
に
つ

W

て

は

稿

を

改

め

る

。

〈

島

根

大

学

文

理

学

部

)

注ω本
稿
の
史
料
は
、
上
野
富
太
郎
、
野
津
静
一
郎
編
『
松
江
市
誌
』
松
江
市

一
九
四
一
、
な
よ
ぴ
島
根
県
史
編
さ
ん
委
編
『
新
修
島
根
県
史
』
史
料

一

九

六

五

、

一

九

六

六

に

よ

る

。

編

1
1
6

島
根
県

ω加
藤
義
成
『
校
注
出
雲
国
風
土
記
』
平
田

(
一
九
七
七
修
正
四
版
)
の
考
証
を
参
照
。

崎
前
掲

ω
一
二
九
頁

ゆ
同
書
一
三
八
頁
、
一
五
一
一
一

l
一
五
四
頁

同
州
治
水
、
刺
水
と
が
た
え
ず
表
裏
一
体
を
な
し
て
い
る
う
え

K
、
自
動
車

交
通
に
よ
る
道
路
拡
幅
が
内
濠
埋
め
立
て
論
ま
で
う
ん
で
き
た
状
況
の

あ
る
ζ

と
を
付
け
加
え
て
な
〈
O

- Case of Mat sue -

The greater part of core-region of Natsue-city had occupied 10w 

and marshy lands or sand bar， before the constructionσf loka-machェ

(a cas乞1etown). The core of Joka-machi (Uchi-sange)， in which upper 

c1ass members of Samurai residented， and the environs were bounded 

by Sotobori (a most) availing river-flowing route. 

Yoshiakl IKEDA 

Th・FloodContr01 and Clty Formation 

Ohashi (口hashi

bridge) di、ridesSuetsugu (northern part of Matsue) from Shirakata 
(the southern part) and the edge of the river had been the gateway 

to Joka-t:l8Ch工.

After the change of Ohashi river 00 the east side， in the 12th year 

of Kan-ei (1635) t Joka-machi was often damaged by flood and the bridge 

報
光
社

一
九
六
五
、

was often carried away. 00 the 10wer Ohashi river， a broad area 

rec1aimed about the middle of Edo era. A tract from the Shinji 1ake， 

that lies in the west of Maεsue city， was reclaimed and town areas or 

roads were addited along the shore. Consequent1y the flood disaster 

was brought to occur frequently. 

The history of formation of hatsue city were that of struggle for 

flood-disasters. 
、
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